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W47a ASTRO-E2 搭載X線望遠鏡の特性測定と高性能化への展望
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2005年打ち上げ予定のX線天文衛星 ASTRO-E2には、5台のX線望遠鏡 (X-Ray Telescope, XRT)が搭載さ
れる。これらのX線望遠鏡は多重薄板型と呼ばれ、極めて薄い (170µm)反射鏡を多数同心円上に並べたもので、
軽量で開口効率が良く、大きな有効面積を実現できる。実際日本はASCA衛星よりこのタイプの望遠鏡を採用し
ており、NeXT衛星に搭載されるX線望遠鏡にも多重薄板型で話が進められている。
多重薄板型の問題点として、200組にも及ぶ反射鏡の位置決め誤差と、極めて薄くした反射鏡の形状誤差 (反射面
の法線ゆらぎ)による結像性能の低下があげられる。ASTRO-E2 XRTの結像性能は、HPD(Half Power Diameter)
で 1.8’となりASTRO-E XRTの 2.0’より向上しているが、光学系の設計値である 19秒角の約 6倍大きいのが現
状である。また、有効面積に関しても、計算値の 80％程度でしかない。
この原因を究明するために今回、X線ビームサイズを 50µmまで絞り、反射鏡の各部分にくまなく入射させる
ことで、望遠鏡の微細な部分の特性を測定した。結像性能に関して、反射鏡の母線方向の法線ゆらぎの分布を調
べたところ、ASTRO-E XRTでは 100秒角程度であった反射鏡単体の結像性能が、ASTRO-E2 XRTでは 50秒
角程度にまで改善されていることがわかった。しかし反射鏡の位置決め誤差に関しては、あまり改善されていな
い。また、有効面積に関しては、反射鏡の間隔が密になる内側ほど理想値から低下していることがわかった。
本講演では、ASTRO-E2 XRT の特性を決める要素を報告し、将来のX線望遠鏡に向けての高性能化に何が必
要か議論する。


